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み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
年
も
、
東
久
留
米

分
院
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
た
ち
は
、
一
切
皆
苦
（
こ
の

世
は
自
分
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
）

と
い
う
真
理
の
中
に
生
き
て
い
る
存
在

で
す
。
我
が
身
に
、
い
つ
何
時
、
何
が
起

こ
る
と
も
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
命
を

生
き
て
い
ま
す
。
い
や
、
御
陰
様
（
お
か

げ
さ
ま
）
の
ご
縁
に
よ
っ
て
、
有
り
難
く

も
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
言

う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
ん
な
私
た
ち
が
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
め

で
た
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
こ
と
を
仏
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、

今
年
も
真
宗
門
徒
の
「
た
し
な
み
」
で

あ
る
聴
聞
の
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

不
定
期
掲
載 

「
知
っ
て
る
つ
も
り
の
仏
教
用
語
」 

 

・他
力
本
願 

 

「
こ
の
試
合
の
結
果
か
ら
、
自
力
優

勝
の
道
は
絶
望
的
で
す
ね
。
あ
と
は
他

力
本
願
に
頼
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
」 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
中
継
で
よ
く
耳
に

す
る
コ
メ
ン
ト
で
す
。
こ
の
場
合
、
こ
れ

か
ら
ど
れ
だ
け
勝
ち
続
け
て
も
優
勝

は
出
来
な
い
。
あ
と
は
相
手
が
負
け
る

の
を
待
つ
し
か
な
い
と
い
う
意
味
な
の

で
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
現
在
「
他
力
本
願
」
は
、

も
っ
ぱ
ら
「
他
人
の
力
を
あ
て
に
す

る
」
、
「
他
人
ま
か
せ
」
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
本
来
の

「
他
力
本
願
」
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
ご

自
身
の
著
書
の
中
で
「
他
力
と
い
う
は

如
来
の
本
願
力
な
り
」
と
ハ
ッ
キ
リ
示

し
て
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
他
力
と
は
本
来
、
他
人

の
力
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
仏
の
力
、

阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
の
は
た
ら
き
」
の

事
を
指
し
て
い
た
の
で
す
。 

仏
さ
ま
の
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の

を
救
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
」
と
い
う
強

い
願
い
の
は
た
ら
き
を
「
他
力
本
願
」

と
い
う
の
で
す
。 

一
月
九
日
～
十
六
日
ま
で
、
京
都
の

本
山
本
願
寺
（
西
本
願
寺
）
で
は
親
鸞

聖
人
の
祥
月
命
日
法
要
で
あ
る
御
正

忌
報
恩
講
が
勤
め
ら
れ
ま
す
。 

東
久
留
米
分
院
で
も
、
一
月
十
四

日
の
午
後
一
時
か
ら
、
親
鸞
聖
人
の
御

遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
「
御
命
日
法
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
機
縁
に
、
親
鸞
聖
人
の
お
示

し
く
だ
さ
っ
た
「
他
力
本
願
」
の
教
え

を
共
に
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

「
今
年
も
よ
ろ
し
く 

 
 

 
 

お
願
い
し
ま
す
」 



 

－２－ 

お釈迦様の悟りを話す山本先生 ピアノで仏教讃歌の伴奏を 

してくださいました 

１２月が誕生日の方と記念撮影 

ヴァイオリンも弾いてくださいました！ 

                      

  

                    

 

       

                   

       ご講師：山本英哲 師（神奈川県 妙延寺） 
                            

１2月 10日（日） 午後１時～  お釈迦さまが悟りを開いた日（12月 8日）の
直後だったので、お釈迦さまが悟りを開くまでの
事をお話しくださいました、その後は、何と山本
先生がヴァイオリンとピアノを演奏してくださり、
仏教讃歌の味わいを伝えてくださいました。 
普段聴聞している「法話」とは違う形でしたが、
先生曰く「少しでも興味をもってもらえるのであ
れば、音楽を用いた法話があってもいいと思って
います」とのこと。 

                            参拝者参加型の法話は、とても新鮮でした。 



 

  

－3－ 

                        
 

   

                       

 

東久留米分院からのお知らせ 
                

 
御命日法座と新年会について 

 
今年の御命日法座と新年会は１月１４日（日）の１３時から開催いたします。 

参加希望の方は１月１０日（水）17:00までに東久留米分院まで電話・FAX等
で申込ください。参加費は一人２，０００円です（当日集金いたします）。 
※食事の手配の都合がありますので、締め切り後の申込はご遠慮ください。 
 

＜当日の流れ＞ 
１３：００ お勤め→１３：３０頃から「法話」→14:30頃から新年会→1６:３0終了 
（御命日法座の講師は東京都光善寺の栁川眞理子先生です） 

東久留米分院では、法要やお葬儀のやり直しが出来ます。 
 
昨今のコロナ禍や準備の都合など、様々な理由で思い通りの法要・葬儀が出来

なかったという経験をされた方はいらっしゃいませんか？東久留米分院では、法要・
葬儀のやり直しが出来ます。 
現在の主管（伊藤）は、これまで何度も法要・葬儀のやり直しを行ってきました。 
もし、少しでも心残りがあるのであれば、遠慮なくご相談ください。 

 
                

１月・２月の「東久留米会館奉讃会 念仏奉仕講」は都合によりお休みします。 
 
毎月１日に活動している東久留米会館奉讃会 念仏奉仕講ですが、１月１日は
元旦のため、２月１日は伊藤主管が終日不在のため活動をお休みいたします。 

 
次回は３月１日の８時～１０時に行います、私たち会員の力を合わせてお世話に
なっている東久留米分院の美化をいたしましょう！      [奉讃会 会長：熊谷 武] 
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東久留米会館の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

１月の行事予定 
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い
つ
も
「
と
も
し
び
」
を
お
読
み
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
東
久
留
米
分

院
に
着
任
し
て
、
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
都
心
に
比
べ
て
、
空
が
高
く
、
自
然
も
多

く
、
夜
は
星
が
綺
麗
に
見
え
る
素
敵
な
場
所
に

奉
職
で
き
て
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

                                     

１月１日（月） 午前７時～ 

新年を迎えることができたことを、仏さまに 

奉告しましょう。 

 

２月１１日（日） 午後 1時～ 

ご講師： 南條 了瑛 師（東京都 法重寺） 

                                   

仏さまの教え（ものの見かた・考え方）を分かり

やすくお話しします。聞き終わったあと、心に何か

が変化があるかも？お気軽にお越しください！ 

                                     

１月１４日（日） 午後１時～ 

親鸞聖人の御命日に際しての、法話会です。 

法話に引き続き新年会を開催いたします。 

参加される方は、１月１０日の１７時までに 

申し込みください。会費は一人 2,000円です。 

元旦会 

御命日法座・新年会 

常例法座（仏様の教え） 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

近
藤
敏
之 

様 
 

山
下 

肇 

様 

 【
そ
の
他
の
ご
進
納
】 

村
中
秀
行 

様[

り
ん
ご] 

（
順
不
同
） 

 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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